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テラヘルツ波（THz 波）は, 次世代移動通信（Beyond 5G/B5G）の無線キャリア（周波数=300GHz）
としての利⽤が期待されているが, そのためには⼩型･単純なTHz発⽣デバイスが重要である. B5Gで期待
される機能の１つが超⾼速･⼤容量があるが, その実現に重要な THz 波特性が⾼周波帯における低位相ノ
イズである. 近⾚外波⻑帯光ビート信号の光/THz 変換（フォトミキシング）による THz 発⽣⼿法は, 極
めて⼩さい位相ノイズで光/THz 変換過程が可能である. また, 光周波数コム（光コム）の内部光ビート（光
コムモード間隔 frep）を⽤いると, 電気的な⾼周波無線キャリア発⽣⼿法（周波数逓倍など）よりも良好な
位相ノイズ特性が得られる. 今後の移動通信周波数帯の⾼周波化を考えると, 無線キャリア波の⾼周波拡
張性やノイズ特性といった観点で光コムの光/THz 変換が有望だが, 現⾏の光コム（ファイバー光コム, 電
気光学変調器コムなど）では中型・複雑・⾼価といった汎⽤性に課題がある上に, B5G キャリア周波数と
⽐較すると低 frepなため, モード次数の離れた 2 モード光の抽出が必要となり, 周波数逓倍同様、位相ノイ
ズが増⼤する. それらの問題を解決する光コムとして, マイクロ光コム[1]が注⽬されている. マイクロ光
コムは, 半導体製造プロセスで⼤量⼀括⽣産により超⼩型･単純･低価格が可能で, frepを B5G キャリア周波
数と等しく出来るので, 直接的な光/THz 変換により低位相ノイズ THz 波発⽣が可能である[2].  

光コムを⽤いた THz 発⽣では, 内部ビートの増幅にエルビウム添加ファイバー増幅器(EDFA)を⽤いる
のが⼀般的であるが, その過程で発⽣する⾃然放出光(ASE)ノイズはOptical signal to ratio(OSNR)を悪化
させ, 通信品質を制限する要因となり得る.  
本研究では, DFB レーザーを⽤いた光注⼊同期(OIL)[3]によるマイクロ光コムモード(frep=560 GHz)の

低ノイズ･光増強増幅を⾏ない, ⾼OSNRコムモードのテラヘルツ無線通信を検討した. Fig.1.(a)に実験系
を⽰す. マイクロ光コムからコムモード 1本をフィルタリングし, DFBレーザーへ⼊射する. ⼊射前後のス
ペクトルを Fig.2.(b)に⽰す. ⼊射前(⾚)と⽐べて, ⼊射後(緑)ではOSNRが 20 dB 程改善されている. OIL
後のコムモードは, ⽚⽅にLN変調器とRF Generatorによるオンオフ変調を施し, 合波後UTC-PDへ⼊射
される. 
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